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第５ 章 学校教育・ 生涯学習 

＜志( こ こ ろざし ) たく ま し く 、 おおら かに学び続けら れる ま ち＞  

第１ 項 ( 1) 教育行政に関する 基本計画 

＜政策＞ 「 笑顔」「 元気」「 学び」 を育む教育環境をつく る ま ち 

 

■政策の基本方針         

 

 

 

 

     ■前期基本計画の評価             ■課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

・ Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール事業の活用によ り 、 児童

生徒一人一台の端末整備及び各校への高

速ネッ ト ワ ーク 整備を進め、Ｉ Ｃ Ｔ 教育の

推進に取り 組みま し た。  

・ 町内の不登校児童生徒は、 全国平均を上回

る 高い水準で出現、 増加傾向にあり 、 今後

の対応、未然防止等を図っ ていく 必要があ

り ま す。  

・ 学校・ 保護者・ 地域の連携によ る 「 地域と

と も にある 学校」 づく り を推進する ため、

町内小中学校５ 校すべてにコ ミ ュ ニティ ・

ス ク ール体制を構築し ま し た。  

 

教育振興基本計画に基づき、学校教育では、児童生徒の個性を生かしながら学力向上を図り、

社会の変化に自ら対処できる能力を養う教育を目指します。安全で安心して教育を受けられる環

境を充実します。 

○「 主体的、 対話的で深い学び」 の実現に

向けた授業改善が求めら れていま す。  

○いじ め・ 不登校等の生徒指導上の課題や

複雑化する 家庭環境へ対応する ため、 専

門家や関係機関等と の連携がさ ら に重要

と なっていま す。  

○特別な支援を要する 児童生徒に対する 就

学相談及び学校見学を保健師等と と も に

行い、 保護者が不安を解消し 、 学校の体

制を理解し たう えで就学でき る 環境の構

築が必要と なっていま す。  

○発達障がい等の特別な支援を要する 児童

生徒の増加によ り 、 多様な障がい種別や

通常学級に在籍する 特別な支援を要する

児童生徒に対する き め細やかな指導が必

要と なっていま す。  

○学校施設については、築 40 年を経過し た

施設も あり 老朽化が著し い状況にあり ま

す。 将来的な少子化を踏ま え学校施設の

整備・ 再編に向けた方針を策定する 必要

があり ま す。  

○Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール構想の実現によ り 、 児

童生徒一人一台のタ ブレッ ト Ｐ Ｃ を活用

し たＩ Ｃ Ｔ 教育の推進が、 よ り 一層求め

ら れていま す。  
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■政策・施策の展開 

＜  政   策  ＞                      ＜  施    策  ＞ 

 

 

 

 

＜SDGs による目標＞ 

     

    

■施策の方向性と主な事務事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

① 教育の中立性と 教育行政の安定性の確保 

○教育振興基本計画に基づき ､少子高齢化､

学力向上､家庭・ 地域や子育て世代の教育

力の向上と いった今日的課題に対応し た

教育施策を推進し ま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 教育委員会運営事業 

 

② 教育環境向上の推進 

○「 主体的・ 対話的で深い学び」 の実現に

向けた授業改善を推進し ま す。  

○外国語能力の向上と 国際理解を促進する

ため、 外国語指導助手を招致し 、 外国語

教育の充実を図り ま す。  

○情報化社会に対応でき る 人材を育成する

ため、 タ ブレ ッ ト Ｐ Ｃ 等を活用し たＩ Ｃ

Ｔ 教育の充実を図り ま す。  

○学級編制弾力化によ り 児童生徒へのき め

細かな指導を行いま す。  

○将来的な少子化を 踏ま えながら ､学校施

設設備の老朽化に伴う 学校施設の整備・

再編に向けて検討し ま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 教師の指導力向上研修事業 

 ・ 外国語指導助手派遣事業 

  

 ・ 町独自採用教員配置事業 

・ 教員補助員配置事業 

 ・ 教育環境整備事業 

 ・ 学校施設維持管理事業 

 

③ 子ども 達の健全育成 

○いじ め、 不登校、 非行等の様々な問題に 

対する 教育相談を実施し ま す。  

○「 明日の青少年を育てる 会事業」 によ る

社会全体で子ど も を 育て見守る 体制づ

く り を行いま す。  

○いじ めや不登校などによ り 、 学校生活に

困難を 抱える よ う になっ た子ど も たち

の学校復帰や自立支援の取り 組みを 行

いま す。  

○児童生徒の心の安定を図り 、 自己有用感・

肯定感を持たせる ため、心のケアハウス事

業の推進やスク ールカウンセラ ー、スク ー 

ルソ ーシャ ルワ ーカー等の専門家の配置

を行い、 相談体制の充実を図り ます。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 教育相談事業 

 ・ 明日の青少年を育てる 会事業 

 ・ 心のケアハウ ス 事業 

 ・ 学び支援教室配置事業 

 ・ ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカー活用事業 

 

④ 学力・体力向上の推進 

③ 子ども達の健全育成 

② 教育環境向上の推進 

① 教育の中立性と教育行政の安定性 

の確保 

⑤ 就学指導の推進 

１.（1）「笑顔」「元気」「学び」を育む教

育環境をつくるまち 

⑥ 私立幼稚園等の支援 
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■政策・施策の目標指標  

№ 指標の内容 
策定時 

（平成 29 年度） 

実績値 

（令和 4 年度） 

目標値(指標) 

(令和 9 年度) 

１ 
「学校施設・教育内容の充実」に対

する満足度（5 点満点中） 
3.2 点 3.5 点 3.8 点 

２ 
学校施設等の大規模改修・長寿命

化対策の実施 
1 施設 2 施設 4 施設 

３ 
算数チャレンジ・数学オリ ンピック大

会への参加児童生徒数 
― 

小 78 人 

中 30 人 

小 100 人 

中 50 人 

 

 

 

 

 

 

  

④ 学力・ 体力向上の推進 

○大学教員等の招聘によ り 校内研修の充実

強化と 実践的研究を推進し 、 町全体で学

力向上に取り 組む体制づく り を促進し ま

す。  

○こ れま での全国学力調査の結果を分析

し 、 基礎的・ 基本的知識と 技能の習得の

徹底と 、 課題を解決する ための能力育成

に取り 組みま す。  

○学習評価を生かし た指導と 評価の一体化

を図る 指導実践の推進と と も に、 おおが

わら 算数チャ レ ンジ・ 数学オリ ンピッ ク

事業等の継続によ る 「 思考力・ 判断力・

表現力」 を育成し ます。  

○仙台大学と 連携を図り 、 児童が体を動か

す楽し さ を感じ る 授業をと おし て、 体

力・ 運動能力を保持し 、 さ ら に向上さ せ

る 取り 組みを進めま す。  

○暗唱読本等を活用し た言語活動の充実、

言語力の育成を図り ま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 学力・ 体力向上推進事業 

 ・ 副読本整備事業 

 

⑤ 就学指導の推進 

○円滑な学校生活を送る ために健康診断等

の就学指導を推進し ま す。  

○特別な支援を要する 児童生徒のための体

制整備や保護者と の合意形成を丁寧に行

いま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 就学指導事業 

 

⑥ 私立幼稚園等の支援 

○町内私立幼稚園の運営費補助によ り 幼児

教育の環境づく り を推進し ま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 私立幼稚園運営費補助事業 

 



85 
 

第２ 項 小学校に関する 基本計画 

＜政策＞ 児童の「 笑顔」「 元気」「 学び」 を 育む小学校がある ま ち 

     【 ( 1) 大河原小学校】【 ( 2) 大河原南小学校】【 ( 3) 金ケ瀬小学校】  

 

■政策の基本方針            

 

 

 

    ■前期基本計画の評価              ■課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

＜SDGs による目標＞ 

     

    

 

■政策・施策の展開 

＜  政   策  ＞                     ＜  施    策  ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

2.児童の「笑顔」「元気」「学び」を育む

小学校があるまち 

(1)大河原小学校 

(2)大河原南小学校 

(3)金ケ瀬小学校 

① 生きる力を育む志教育の振興 

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症拡大によ り 、 学

校行事等の縮小を 余儀なく さ れる 中、 Ｉ Ｃ

Ｔ を活用し た学びの保障を実現し ま し た。  

・ 全ての普通教室へ空調設備の設置、 ま た、

各校ト イ レ の洋式化などを 行い、 児童の健

康管理や衛生環境など の学校環境改善を図

り ま し た。  

平等に教育を受けられ、豊かな心と生きる力を育む志教育を推進するとともに、計画的に学校施

設を改修することで児童が安心して学校生活を送れる環境をつくります。 

○児童の学力は、 全国・ 県内でも 上位と な

っていま す。 今後も 「 主体的・ 対話的で

深い学び」 を実現する 授業改善が求めら

れていま す。  

○2020 年度（ 令和２ 年度） に学習指導要領

が改訂と なり 、 道徳の教科化や外国語教

育の高度化、 教科を横断し たＩ Ｃ Ｔ 教育

が重視さ れていま す。  

○小学校の運営については、 教職員の適切

な指導によ る 学級運営がなさ れている 半

面、 家庭的な課題を抱えた児童や学校生

活・ 授業に適応し にく い児童の増加、 教

職員の多忙化など、 教育現場の課題も あ

り 、 学校全体と し て対応し ていく こ と が

必要です。  

○小学校の施設（ 校舎等） については、 全

ての学校で耐震化補強が終了し ていま す

が、建築から 40 年を経過し 、大規模改修

や長寿命化対策を講じ なければなら ない

校舎や体育館があり ま す。 児童数の減少

を踏ま えながら 、 今後の整備計画と 長期

にわたる 学校の在り 方の検討を進める 必

要があり ま す。  

③ 学校施設の長寿命化・改築の推進 

② 円滑な学校経営の推進 
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■施策の方向性と主な事務事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 生き る 力を 育む志教育の振興 

○子ど も たちに夢や志を抱かせ、 児童の心

の安定や自己有用感、 自己肯定感をも た

せ、学力向上はも と よ り 、人間と し ての成

長、 発達をめざす、「 志教育」 を推進し ま

す。  

○命を大切にする 教育の一環と し て、 各校

における 防災訓練や小中学校合同で行わ

れる 登校時避難訓練等を実施し 、 日ごろ

から の安全確保と 自助・ 共助意識の育成

を図る ほか、「 全学級道徳授業の日」 を設

定し 心の教育の充実に努めま す。  

○教員補助員を配置し 、 特別な支援を要す

る 児童へのき め細やかな支援を行い、「 共

に学ぶ」 教育を推進し ま す。  

○学校や家庭での読書活動の推進を図り 、

想像力や思考力、 読解力等を育む読書教

育をさ ら に向上さ せま す。  

○町の学力向上策の２ 本柱を中心に、 さ ら

なる 学力向上を図り ま す。  

 柱１『 主体的・ 対話的で深い学び』 のある

授業の推進 

  ・「 対話的学び」 のある 授業（ 聴き 合

い学び合う 授業）  

   ・ 大学教員等を招聘し た指導力向上研

修会の実施 

 柱２『 学習評価』を生かし たＰ Ｄ Ｃ Ａ サイ

ク ルの確立※ 

  ・ 標準学力調査（ 年２ 回） 等を取り 入

れた「 年間評価計画」 によ る 実践 

  ・「 全国学力・ 学習状況調査問題集（ 過

去問）」 の授業での活用（ 算数）  

○急速に発展する 国際化・ 情報化社会に対

応でき る 人材を育成する ため、Ａ Ｌ Ｔ ※の

配置によ る 外国語教育の充実や、 タ ブレ

ッ ト Ｐ Ｃ 配置等によ る Ｉ Ｃ Ｔ 教育の充実

に向けた学習環境整備を促進し 、 広い視

野と よ り 高い知識・ 技能と 豊かな心を持

った人材の育成を図り ま す。  

  

  

 

○地域の高齢者などの専門的な知識を活

用する ため、 学習支援ボラ ンティ アの

育成と 充実を行います。 ま た、 Ｐ Ｔ Ａ

や地域と 協力し て通学時の見守り 活動

の充実を図り ま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 教育振興事業 

・ 就学援助事業 

 ・ 特別支援教育就学奨励事業 

 ・ 図書整備事業 

・ 情報教育推進事業 

  

② 円滑な学校経営の推進 

○教職員、 教員補助者等の増員によ り 児

童と のふれあう 時間を増やし 、 学習面、

生活面の指導の充実を図り ま す。 ま た、

教職員の働き 方改革を進めま す。  

○おおがわら 子ど も の心のケアハウ ス 、

ス ク ールカウ ンセラ ー、 ス ク ールソ ー

シ ャ ルワ ーカ ーの活用と 連携を 促進

し 、 相談活動の充実と 安心し て学習で

き る 環境づく り に努めま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 学校運営事業 

 ・ 児童健康診断事業 

 ・ 学校業務員事業 

・ 給食配膳業務委託事業 

・ 学び支援教室配置事業 

 

③ 学校施設の長寿命化・ 改築の推進 

○少子化への対応及び長期にわたる 学校

施設の在り 方を検討し ､各建物の老朽、

耐力度の状況を踏ま え、 改修計画の優

先順位を 考慮し ながら 、 よ り 良い教育

環境づく り を進めます。  

 

＜主な事務事業＞ 

・ 学校施設維持管理事業 

 ・ 校舎改修事業 

 ・ プール改修事業 

※学習評価を 生かし たＰ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルの確立: 学習指導のプラ ンを 立て実践し ていく 中で、 学力調査など の評価を反映し  
ていき 、 学習指導のあり 方を見直すこ と や、 個に応じ た指導の充実を 図る こ と 。  

※Ａ Ｌ Ｔ （ Assi st ant  Language Teacher）： 日本の学校で外国語授業を 補助する 助手 
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■政策・施策の目標指標  

№ 指標の内容 
策定時 

（平成 29 年度） 

実績値 

（令和 4 年度） 

目標値（指標） 

（令和 9 年度） 

１ 
全国学力・学習状況調査の全国平均正答率と

の乖離をプラスにする(国語、算数の乖離平均) 
4.8 0.2 全国平均以上 

２ 町内小学校図書貸し出し冊数の増加  
年間一人あたり

平均 45 冊 

年間一人あたり

平均 65 冊 

年間一人あたり

平均 70 冊以上 
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第２ 項 中学校に関する 基本計画 

＜政策＞ 生徒の「 笑顔」「 元気」「 学び」 を 育む中学校がある ま ち 

     【 ( 4) 大河原中学校】【 ( 5) 金ケ瀬中学校】  

 

■政策の基本方針          

 

 

 

     ■前期基本計画の評価               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ■課題 

 

 
 

 

 

 

 

■政策・施策の展開 

＜  政   策  ＞                      ＜  施    策  ＞ 

 

 

 

 

 

 

＜SDGs による目標＞ 

        

○職場体験や立志式、 志教育講演会、 地域

防災訓練などを通じ て、 夢や志を抱かせ

る と と も に進路を選択・ 決定でき る 能力

や勤労観、 職業観を身に付け、 自立し て

いく こ と ができ る よ う にする 志教育・ キ

ャ リ ア教育の推進が求めら れていま す。  

○中学校の運営については、 教職員の適切

な指導によ る 良好な学級運営がなさ れて

いる 半面、 家庭的な課題を抱えた生徒や

学校生活・ 授業に適応し にく い生徒の増

加、 教職員の多忙化やそれに伴う 生徒と

ふれあう 時間の減少など、 教育現場の課

題も あり 、 学校全体と し て対応し ていく

こ と が必要です。  

○中学校の施設（ 校舎等） は、 すでに全て

の学校で耐震化補強が終了し て いま す

が、建築から 40 年を経過し 、大規模改修

や長寿命化対策を講じ なければなら ない

校舎があり ま す。 生徒数の減少と 併せ、

今後の整備計画と 長期にわたる 学校の在

り 方を今後は検討する 必要があり ま す。  

2.生徒の「笑顔」「元気」「学び」を育む

中学校があるまち 

(4)大河原中学校 

(5)金ケ瀬中学校 

① 生きる力を育む志教育の振興 

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症拡大によ り 、 学

校行事等の縮小を 余儀なく さ れる 中、 Ｉ Ｃ

Ｔ を活用し た学びの保障を実現し ま し た。  

・ 老朽化し た大河原中学校屋内運動場の増改

築を 実施し 、 児童生徒の安全で安心な環境

を整備し ま し た。  

・ 全ての普通教室へ空調設備の設置、 ま た、

各校ト イ レ の洋式化など を 行い、 児童の健

康管理や衛生環境など の学校環境改善を 図

り ま し た。  

平等に教育を受けられ、豊かな心と生きる力を育む志教育を推進するとともに、計画的に学校

施設を改修し、生徒が安心して学校生活を送れる環境を整備します。 

③ 学校施設の長寿命化・改築の推進 

② 円滑な学校運営の推進 

○生徒の学力は徐々に向上し 、 県内ト ッ プ

グループの学力が身に付いていま すが、

家庭学習の時間の確保が課題になってい

ま す。  

○中学校は 2021 年度（ 令和３ 年度） に学習

指導要領が改訂と なり 、 道徳の教科化や

教科を横断し たＩ Ｃ Ｔ 教育が重視さ れて

いま す。  
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■施策の方向性と主な事務事業 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■政策・施策の目標指標  

№ 指標の内容 
策定時 

（平成 29 年度） 

実績値 

（令和 4 年度） 

目標値（指標） 

（令和 9 年度） 

１ 
全国学力・学習状況調査の全国平均正答率と

の乖離をプラスにする(国語、数学の乖離平均) 
－4.8 －3.4 全国平均以上 

２ 町内中学校図書貸し出し冊数の増加  ― 
年間一人あたり

平均 10.6 冊 

年間一人あたり

平均 12 冊以上 

① 生き る 力を育む志教育の振興 

○子ども たちに夢や志を抱かせ、生徒の心の

安定や自己有用感、 自己肯定感をも たせ、

学力向上はも と よ り 、 人間と し ての成長、

発達をめざす、「 志教育」 を推進し ま す。  

○立志式、志教育講演会、先輩に学ぶ会など

の実施を通し て夢や志を育成し ま す。  

○学校や家庭での読書活動の推進を図り 、想

像力や思考力、 読解力等を 育む読書教育

を向上さ せま す。  

○町の学力向上策の２ 本柱を中心に、さ ら な

る 学力向上を図り ます。  

 柱１ 『 主体的・ 対話的で深い学び』 のある

授業の推進 

  ・「 対話的学び」 のある 授業（ 聴き 合い

学び合う 授業）  

   ・ 大学教員等を招聘し た指導力向上研

修会の実施 

 柱２ 『 学習評価』 を生かし たＰ Ｄ Ｃ Ａ サイ

ク ルの確立 

  ・ 標準学力調査（ 年２ 回） 等を取り 入

れた「 年間評価計画」 によ る 実践 

  ・「 全国学力・ 学習状況調査問題集（ 過

去問）」 の授業での活用（ 数学）  

○急速に発展する 国際化・ 情報化社会に対応

でき る 人材を育成する ため、Ａ Ｌ Ｔ の配置

によ る 外国語教育の充実や、Ｉ Ｃ Ｔ 教育充

実と し てタ ブレ ッ ト Ｐ Ｃ 配置等の学習環

境整備を 促進し 、 広い視野と よ り 高い知

識・ 技能と 豊かな心を持った人材の育成を

図り ま す。  

○授業や教員の負担も 考慮し た適切な課外

活動（ 部活動等） を推進し ま す。 成績優秀

者については、十分な顕彰等と と も に、全

国大会出場等の支援を行いま す。  

 

○「 全学級道徳授業の日」 を設定し 、 心の教育

の充実に努めま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 教育振興事業 

 ・ 就学援助事業 

 ・ 特別支援教育就学奨励事業 

 ・ 図書整備事業 

 ・ 情報教育推進事業 

 ・ ス ク ールカウ ンセラ ー事業 

 

② 円滑な学校運営の推進 

○教職員、教員補助者等の増員によ り 生徒と の

ふれあう 時間を増やし 、学習面、生活面の指

導の充実を図り ま す。ま た、教職員の働き 方

改革を進めま す。  

○おおがわら 子ども の心のケアハウ ス 、ス ク ー

ルカウ ンセラ ー、ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカ

ーの活用と 連携を促進し 、相談活動の充実と

安心し て学習でき る 環境づく り に努めま す。 

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 学校運営事業 

 ・ 生徒健康診断事業 

 ・ 中体連関係事業 

 ・ 学校業務員事業 

 ・ 学び支援教室設置事業 

 

③ 学校施設の長寿命化・ 改築の推進 

○少子化への対応及び長期にわたる 学校の在

り 方を検討し 、各建物の老朽度、耐力度の状

況を踏ま え、改修計画の優先順位を考慮し な

がら 、よ り 良い学校環境づく り を進めていき

ま す。 

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 学校施設維持管理事業 

 ・ グラ ウ ンド 改修事業 
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第３ 項 ( 1) 学校給食センタ ーに関する 基本計画 

＜政策＞ 安全・ 安心で栄養バラ ンス のと れたおいし い学校給食がある ま ち 

 

■政策の基本方針                 

 

 

 

     ■前期基本計画の評価             ■課題 

 

 

 

 

■現状と課題 

 

 

 

■政策・施策の展開 

 

＜  政   策  ＞                     ＜  施    策  ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜SDGs による目標＞ 

    

 

 

 

 

 

○地元農家と の連携を図り ながら 、 よ り 地

産地消の地場野菜等の利用に努めま す。  

○児童･生徒で肥満傾向がある こ と から 、栄

養バラ ンス のと れた給食づく り 及び食育

に努めま す。  

 

・ 令和元年８ 月から 新給食センタ ーでの給食

の提供を開始し 、 基準食のほか、 アレ ルギ

ー対応食の提供も 開始し ま し た。 調理配送

及び維持管理等も 含み、 民間への一括委託

を開始し 、 安全・ 安心な学校給食の提供を

行いま し た。  

安全・安心で栄養バランスのとれた給食を提供するとともに、徹底した衛生管理と給食施設・

設備の適正な維持管理を図ります。 

3 (1) 安全・安心で栄養バランスの 

とれたおいしい学校給食があるまち 

① 適正な給食センター運営の推進 

② 健康に配慮した給食づくりの推進 

④ 調理及び運搬業務の民間委託 

③ 衛生と安全に配慮した施設の維持 

管理 
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■施策の方向性と主な事務事業 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

■政策・施策の目標指標  

№ 指標の内容 
策定時 

（平成 29 年度） 

実績値 

（令和 4 年度） 

目標値（指標） 

（令和 9 年度） 

１ 
「学校施設・サービスの充実」に対する満

足度（5 点満点中） 
3.2 点 3.5 点 3.8 点 

２ 
食品品目数ベースでの地場野菜等利用

割合（％） 
23.7％ 35.3％ 40.0％ 

３ 給食残食量の縮減 約 120ｋｇ/1 日 約 106ｋｇ/1 日 約 95ｋｇ/1 日 

 

 

 

 

③ 衛生と 安全に配慮し た施設の維持管理 

○安全な給食を提供する ため、 徹底し た衛

生管理と 施設・ 設備の維持管理を行いま

す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 施設維持管理事業 

 

④ 調理及び運搬業務の民間委託 

○調理業務及び運搬業務の民間委託を 行

い、円滑で効率的な給食事業を行いま す。 

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 施設管理運営の民間委託事業 

 

 

① 適正な給食センタ ー運営の推進 

○学校給食運営審議会に、 施設運営等の相談

を行いながら 、 適正な運営を推進し ます。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 学校給食運営審議会事業 

 

② 健康に配慮し た給食づく り の推進 

○地産地消の推進と アレ ルギー対策の徹底

を図り 、 安全でおいし い、 栄養バラ ンス

のと れた 地場産物を 利用し た給食によ

り 、 児童生徒の健全な心身の維持と 良好

な食習慣の形成に努めま す。  

○栄養教諭によ る 学校訪問指導の充実によ

り 食育の推進、 生活習慣の改善を図り ま

す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 給食費収納事業 

 ・ 給食材料購入事業 

 ・ 給食センタ ー運営事業 
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第４ 項 ( 1) 生涯学習・ ( 2) 中央公民館に関する 基本計画 

＜政策＞ 共に活き る 力を 育む生涯学習環境を つく る ま ち 

■政策の基本方針                

 

 

 

     ■前期基本計画の評価             

 

 

 

 

 

 

 

 

     ■課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

■政策・施策の展開 

＜  政   策  ＞                      ＜  施    策  ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜SDGs による目標＞ 

   

①快適な施設環境づくりの推進 

②生涯学習・社会教育事業の推進 

4. (1)(2) 共に活きる力を育む

生涯学習環境をつくるまち 

② 生涯学習・社会教育事業の推進 

③ 生涯学習推進体制の整備 

① 地域学校協働活動の推進 咁 

咆
咂
生
涯
学
習
課 

中央公民館を拠点として、住民がつどい、共に学べる環境をつくるとともに、幅広い世代のニ

ーズに合った事業を展開し、誰もが学び続けられる環境をつくります。 

○子ど も たちの教育の一貫性を 確立する

ため、小学校入学前の未就学児と その保

護者に対し てのサポート の拡充が必要

と なっていま す。  

○部活動地域移行について、国県のガイ ド

ラ イ ンをも と に作成し た町の方針が、円

滑に遂行する こ と が求めら れていま す。 

 

【 ( 2) 中央公民館】  

○社会教育関係団体については、年々会員

が減少し 、 活動も 縮小傾向にある ため、

後継者の育成に力を 入れていく 必要が

あり ま す。  

○施設内の階段部分等の一部老朽化によ

る 雨漏り 等が見ら れる ため、計画的な修

繕が必要と なり ま す。  

 

【 ( 1) 生涯学習】  

○近年の家庭環境の変化や地域コ ミ ュ ニ

ティ の希薄化などによ り 、家庭と 地域の

教育力の低下が課題と なっていま す。  

○未就学児から 高齢者ま で生涯にわたり

学ぶこ と ができ る 環境の構築が求めら

れていま す。  

・ 生涯学習に係る 情報提供に努め、 町民の

学習ニーズにあった事業の企画立案に努

めま し た。  

・ 令和２ 年から ４ 年にかけては、 新型コ ロ

ナウ イ ルス 感染症拡大によ り 事業の実施

中止が多く 、 ま た、 中央公民館の閉鎖期

間も あり 、 改めて各種事業を実施する 意

義について 考える き っ かけにな り ま し

咁 

咇
咂
中
央
公
民
館 
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【 (1 )生涯学習課】  

① 地域学校協働活動の推進 

○地域・ 学校・ 家庭が協働し 、 地域全体で

子ども を支えていく 地域学校協働活動を

推進し ま す。 ま た、 コ ミ ュ ニティ ・ ス ク

ール※ と の連携を図り 、一体的に子ど も

た ちの成長を 地域全体で支えて いき ま

す。  

○安心し て家庭教育を行う こ と ができ る よ

う 、 親の学びを支援する 子育て講座や教

室を開催し ま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 地域学校協働事業 

 ・ 学校支援ボラ ンティ ア登録活用事業 

 ・ 学校教育支援事業 

 ・ 家庭教育支援事業 

 ・ 地域活動支援事業 

 ・ 放課後子供教室事業 

 

② 生涯学習・ 社会教育事業の推進 

○幅広い世代のニーズに合った事業を展開

し 、 生涯にわたり 学び続けら れる 環境を

つく り ま す。  

○生徒が将来にわたり 、 中学校部活動でス

ポーツ ・ 文化芸術活動に継続し て親し む

機会を確保する ため、地域資源を活用し 、

生徒のニーズに応じ た多様な活動を実現

し ま す。  

○中学校における 部活動の段階的な地域移

行に向けたあら ゆる 課題について、 推進

協議会によ り 総合的に取り 組みま す。  

＜主な事務事業＞ 

 ・ 社会教育事業 

 ・ 昆虫展開催事業 

 ・ 部活動地域移行推進事業 

 

③ 生涯学習推進体制の整備 

○生涯学習推進のための体制を整備する と

と も に、社会教育委員会制度の充実と 社会

教育指導員の設置に努めま す。  

○町民の文化活動を推進する ため、文化協会

の活動に対し て支援を行いま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 社会教育委員事業 

 ・ 社会教育指導員事業 

 ・ 仙南地域広域行政事務組合負担金（ 教育費） 

 ・ 大河原町文化協会活動支援事業 

 

【 (2 )中央公民館】  

① 快適な施設環境づく り の推進 

○社会教育の拠点施設と し 、主催事業等を通

し て、誰も がいつでも 生涯にわたり 楽し く

学び、集い、自己実現ができ る 環境をつく

り ま す。 

○適切な維持管理を行い、快適な学習環境を

つく り ま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 中央公民館管理運営事業 

 ・ 施設等改修事業 

 

② 生涯学習・ 社会教育事業の推進 

○地域課題に沿っ た事業や講座を 生涯学習

課社会教育事業と 一体的に展開し 、住民の

生き がいづく り を推進し ま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

・ 中央公民館生涯学習事業 

 ・ 文化的資源活用事業 

 ・ 芸術文化発表機会支援事業 

 

■施策の方向性と主な事務事業 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■政策・施策の目標指標  

№ 指標の内容 
策定時 

（平成 29 年度） 

実績値 

（令和 4 年度） 

目標値 

（令和 9 年度） 

１ 
「公民館・図書館の充実」に対する満足度 

（5 点満点中） 
3.1 点 3.4 点 3.8 点 

２ 中央公民館の利用者数 30,435 人 10,078 人 33,000 人 

 

 ※コ ミ ュ ニティ ・ スク ール： 学校運営協議会を設置し 、 学校と 保護者・ 地域が協働し て「 地域と と も にある 学校づく り 」 を進める 仕組み。 
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第４ 項 ( 3) 金ケ瀬公民館に関する 基本計画 

＜政策＞ 地域の人たちが主体的に学びつど う 環境がある ま ち 

 

■政策の基本方針            

 

 

 

     ■前期基本計画の評価             ■課題 

 

 

 

 

■現状と課題 

 
 

 

 

 

■政策・施策の展開 

 

＜  政   策  ＞                      ＜  施    策  ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜SDGs による目標＞ 

   
 

 

 

 

 

 

② 生涯学習事業の推進 

4.(3) 地域の人たちが主体的に学び 

つどう環境があるまち 

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染拡大によ り 、 地

域ニーズに合っ た事業の展開ができ ま せ

んでし た。  

ま た、 令和４ 年度の事業に関し ては、 青

少年教育５ 事業、 成人教育３ 事業を 開催

し たほか、 ボラ ンティ ア講師によ る 講座

も ４ 講座を開催し ま し た。  

① 適切な公民館の運営管理と快適な

施設環境づくりの推進 

③ 住民主体による管理運営の検討 

○地域活動及び公民館利用が低調になり 、

地域力の回復が求めら れていま す。  

○未就学児から 高齢者ま で生涯にわたり 、

学ぶこ と ができ る 環境の構築が求めら れ

ていま す。  

○昭和61年７ 月の建築から 37年が経過し 、

施設の大規模な改修工事の必要と なって

いま す。 今後、 施設の劣化調査・ 修繕計

画の策定及び工事を段階的に行っていき  

 ま す。  

 

金ケ瀬地区の地域づくりの拠点施設として、地域ニーズに合った事業を展開するとともに、地

域住民が主体的に施設運営を行う検討を行います。 
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○駅前図書館と オンラ イ ンでつなぎ、 必要

な図書を相互に貸し 出し ・ 返却を行いま

す。  

  

＜主な事務事業＞ 

 ・ 金ケ瀬公民館生涯学習事業 

 ・ 金ケ瀬公民館図書室運営事業 

 ・ ボラ ンティ ア講師によ る 学習活動支援 

事業 

 

③ 住民主体によ る 管理運営の検討 

○金ケ瀬地区の地域づく り の拠点施設と し

て、 住民によ る 施設運営を検討し ま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 住民主体によ る 施設管理事業 

① 適切な公民館の運営管理と 快適な施設

環境づく り の推進 

○適切な運営管理を行い利用者が使いやす

い公民館の運営を推進し ま す。 

○公民館の施設改修を 計画的に行い、 備

品の充実等に努め、 快適な施設環境づ

く り を 推進し ま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 金ケ瀬公民館管理運営事業 

 ・ 金ケ瀬公民館維持管理事業 

 ・ 金ケ瀬公民館改修事業 

 

② 生涯学習事業の推進 

○幼児から 高齢者ま で町民全ての学習機会

の充実及び公民館を利用し た地域住民活

動を支援し ま す。  

 

■施策の方向性と主な事務事業 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
  

 
 
 

 
 

 

 

 

■政策・施策の目標指標  

№ 指標の内容 
策定時 

（平成 29 年度） 

実績値 

（令和 4 年度） 

目標値（指標） 

（令和 9 年度） 

１ 
「公民館・図書館の充実」に対する満足度 

（5 点満点中） 
3.1 点 3.4 点 3.8 点 

２ 金ケ瀬公民館の利用者数 10,581 人 7,033 人 12,000 人 
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第４ 項 ( 4) 駅前図書館に関する 基本計画 

＜政策＞ 住民が学び続ける 図書館がある ま ち 

 

■政策の基本方針      

 

 

 

    ■前期基本計画の評価              ■課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

■政策・施策の展開 

 

＜  政   策  ＞                        ＜  施    策  ＞ 

 

 

 

 

 

 

＜SDGs による目標＞ 

   

 

 

 

4.(4) 住民が学び続ける図書館があるまち 

② 図書館利用促進事業の推進 

誰もが何度も足を運びたくなるような図書館運営を推進し、住民がつどい学び合う環境づくりを

目指します。 

○図書館は開設から 23 年を経過し ており 、

全体的に老朽化し 、 劣化や汚れが目立って

いる ため、 改修や備品の入替が必要と なっ

ていま す。  

○利用促進のため、 館内書架の資料を適正に

配置する ほか、 読み聞かせ等のイ ベント で

利用のき っかけづく り をし ていま す。 イ ベ

ント の参加者が少ない傾向にある こ と 、 ま

た、 参加者がその後、 図書館利用に繫がっ

ていないこ と が課題と なっていま す。  

○町内小中学校及び幼稚園や保育施設と 情

報交換を行い連携体制を築き 、 子ども の読

書活動の拠点になる こ と が求めら れてい

ま す。  

○放送大学視聴学習室については、 宮城学習

センタ ーと 連携をし て、 設置の継続を図る

必要があり ま す。  

 

① 快適な施設環境づくりの推進 

・ 令和４ 年度において、 駅前図書館の利用状

況はコ ロ ナ禍の影響はあっ たも のの微増傾

向にあり ま す。  

・ 地域に寄り 添った図書館と し て、 幅広いジ

ャ ンルの資料収集を行いま し た。  

・ 絵本と 学びのへやの活用と し て、 ボラ ンテ

ィ アによ る 読み聞かせを毎月実施し 、 ま た、

放送大学視聴学習室によ り 住民の学びの機

会を促進し ま し た。  
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① 快適な施設環境づく り の推進 

○会計年度職員（ 司書） の適切な配置を行

い、 図書館職員と し てス キルアッ プを目

指し ま す。  

○施設維持管理のため、 定期的な清掃、 設

備の点検、 必要に応じ て修繕を施し 、 ま

た、図書館シス テムの管理を実施し ま す。 

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 駅前図書館運営管理事業 

 ・ 駅前図書館施設維持管理事業 

② 図書館利用促進事業の推進 

○子ども から 大人ま で、 幅広い年代に向け

て情報発信をし 、 読書や研究など自己研

鑽ができ る 学習環境を提供し ま す。  

○資料の循環を行い所蔵資料の充実を図り

ながら 、 適切な資料収集と 除籍処理をし

て、 誰も が利用し たく なる 図書館づく り

を進めま す。  

○絵本と 学びのへやを家庭教育支援の拠点

と し て、 ボラ ンティ アと 協力し て、 絵本

のお話し 会をはじ めと する イ ベント を実

施し 、 楽し く 気軽に利用でき る 図書館を

目指し ま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 駅前図書館利用推進事業 

 ・ 駅前図書館資料整備事業 

 ・ 駅前図書館ボラ ンティ ア活動事業 

■施策の方向性と主な事務事業 

 

 

 

 

 
 
 
 

  
 

 

 

 

 

 

■政策・施策の目標指標  

№ 指標の内容 
策定時 

（平成 29 年度） 

実績値 

（令和 4 年度） 

目標値（指標） 

（令和 9 年度） 

１ 
「公民館・図書館の充実」に対する満足度 

（5 点満点中） 
3.1 点 3.4 点 3.8 点 

２ 貸出資料数（図書・視聴覚資料） 67,340 点 70,249 点 71,000 点 

３ 「駅前図書館」主催事業参加者数 307 人 726 人 750 人 

４ 「絵本と学びのへや」年間来館者数 5,131 人 10,682 人 11,000 人 
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第５ 項 ( 1) 芸術文化・ 文化財に関する 基本計画 

＜政策＞ 身近な芸術と 歴史に親し み、 新たな文化を創造する ま ち 

 

■政策の基本方針               

 

 

 

     ■前期基本計画の評価             ■課題 

 

 

 

 

 

■現状と課題 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■政策・施策の展開 
 

＜  政   策  ＞                      ＜  施    策  ＞ 

 

 

 

 

 

＜SDGs による目標＞ 

   
 

 

・ 芸術文化を担う 仙南芸術文化センタ ー事業

は、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の拡大によ

り 、 芸術文化活動や鑑賞事業等が実施でき

ない時期があり ま し た。  

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響を考慮し

ながら も 、 令和４ 年度には文化財講演会や

民俗資料企画展など実施でき た事業も あり

ま し た。  

・ 民俗資料収蔵室の解体によ り 収蔵品を保存

する 場所を 検討する 必要が急務であ り ま

す。  

 

歴史や文化資源を保護・活用することにより、多様な芸術文化を身近に親しめる環境づくりを

推進します。 

○えずこ ホールでは、 ホールを利用し た鑑

賞事業のほか、 地域の住民によ る ワ ーク

ショ ッ プ※事業や小中学校と 連携し たア

ウ ト リ ーチ※事業など に力を 入れていま

すが、 町民が気軽に芸術文化に親し める

幅広い機会も 求めら れていま す。  

○施設の老朽化が進み、 経常的な維持管理

費用が増加する と と も に、 大規模な改修

が必要と なっています。  

○令和３ 年２ 月の福島県沖地震によ り 危険

家屋と 判断さ れた民俗資料収蔵室を令和

４ 年３ 月に解体し ま し た。 収蔵品につい

ては、 はたら く 館や旧大河原衛生センタ

ーに移動・ 保管し ていま す。 町民が町の

歴史を 学ぶ拠点整備が求めら れていま

す。  

○本町の歴史、 史跡、 景観、 風習（ 文化）

等に触れる 機会を増やし 、 郷土密着なひ

と づく り を進める 必要があり ま す。  

 

5.(1) 身近な芸術と歴史に親しみ、新

たな文化を創造するまち 

① 芸術・文化活動の推進 

② 文化財の保護と活用 

※ワ ーク ショ ッ プ： 参加体験型グループ学習 

※アウ ト リ ーチ： 地域社会への奉仕活動、 公共機関の現場出張サービス など 
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① 芸術・ 文化活動の推進 

○学校教育や公民館事業等と の連携と 役割

分担を踏ま え、 芸術文化活動の拠点と し

てえずこ ホールの活用を促進し ま す。  

○えずこ ホ ールでは、 地域に根差し た参

加・ 体験型事業を継続し ながら 、 町民誰

も が気軽に芸術文化に親し める よ う 、 幅

広い鑑賞事業も 充実する よ う 要請し ま

す。  

○えずこ ホールの運営及び大規模改修等に

かかる 財政負担については、 事業内容や

利用の状況等に応じ 、 広域に広く 負担を

求める こ と を検討する と と も に、 ホール

の自主的な財源の拡大等を求めていき ま

す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 圏域文化振興事業 

 ・ 巡回小劇場事業 

② 文化財の保護と 活用  

○町の文化財の講演会、 企画展を計画し 、

文化財保護の意識高揚を図り ながら 、 史

跡等の適正な管理を行い、 文化財の保護

と 郷土愛を育む事業を推進し ま す。  

○民俗資料収蔵室に代わる 新たな施設整

備について、 文化財保護委員等と 協議を

行い、 先人が残し てく れた民俗収蔵品の

展示・ 保存施設の整備を検討し ま す。  

○無形民俗文化財団体の活動機会の充実

に努めま す。  

 

＜主な事務事業＞ 

 ・ 文化財保護事業 

 ・ 馬取山史跡公園管理事業 

 ・ 民俗資料収蔵品管理事業  

 

■施策の方向性と主な事務事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■政策・施策の目標指標  

№ 指標の内容 
策定時 

（平成 29 年度） 

実績値 

（令和 4 年度） 

目標値 

(令和 9 年度) 

１ 「文化・芸術」に対する満足度（5 点満点中） 3.3 点 3.5 点 3.8 点 

２ 文化財企画展・講演会来場者数 － 255 人 300 人 

３ 無形文化財団体の活動機会の充実 － 3 回 6 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


